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平成 ３０ 年 度第 １ 回 流山 市 史編 さん 審議 会 会議  

 

１  日 時  平 成 ３ ０ 年 ７ 月 １ ２ 日 （ 木 ）  

午 後 ２ 時 ０ ０分 から 午後 ５ 時０ ０分 まで  

 

２  場 所  流 山 市 立 中 央 図 書館 会議 室  

 

３  出 席 者 等  

  （ 審 議 会 委 員 ）  

相 原 正 義 会 長  山 田 友 治 副 会長  岡 村 純 好 委 員  

小 川 浩 委 員  下 津 谷 達 男 委 員  清 藤 一 順 委 員  

原 田 亮 委 員  堀 部 昭 夫 委 員  本 間 直 子 委 員  

村 田 一 二 委 員  

  （ 事 務 局 ）  

   小 栗 図 書 ・ 博 物館 長  玉 ノ 井 博 物 館 次長  

北 澤 学 芸 係 長  宮 川 主 任 学 芸員  志 田 藤 学 芸 員  

上 條 学 芸 員  

  （ 傍 聴 者 ）  

   な し  

 

４  議 題  

（ １ ）  平 成 ２ ９ 年 度市 史編 さん 事 業に つい て  

（ ２ ）  平 成 ３ ０ 年 度市 史編 さん 事 業に つい て  

  （ ３ ）「 流 山 市史 研究 第 ２３ 号」 につ い て  

  （ ４ ）「 ふ る さと 流山 の あゆ み」 の増 刷 につ いて  

  （ ５ ） 今 後 の 市 史編 さ ん事 業に つい て  

  （ ６ ） そ の 他  

 

（ 玉 ノ 井 次 長）  

 定 刻 と な り ま した ので 、平成 3 0 年度第 １ 回流 山 市史 編さ

ん審 議会 を 開催 いた しま す 。  

 本 日 の 進 行 を 務め ます 、図 書・博物 館  次 長 の 玉 ノ 井 です 。

どう ぞ、 よ ろし くお 願い い たし ます 。  

 は じ め に 、 配 付 資 料 の 確 認 を お 願 い い た し ま す 。 先 日 送

付い たし ま した 「会 議資 料 」及 び「 市史 研究 2 3 号の 原稿 」

（６ 本 ）の ほ か 、本日 配付 し まし た「会 議次 第」、「 座席 表」、
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「委 員名 簿 」、「市 史編 さん の 方針 につ いて 」で す。不足 資料

はご ざい ま せん か。  

 お 配 り し ま し た 委 員 名 簿 に お い て 、 堀 部 委 員 の 生 年 月 日

のと ころ に 昭 和 1 7 年 1 0 月 8 日 と ござ いま す が、 ３日 の誤

り で し た 。 訂 正 さ せ て い た だ き ま す 。 大 変 申 し 訳 ご ざ い ま

せん でし た 。  

な お 、市 史 研 究 2 3 号の原 稿（３ 本 ）に つ きま し て は、後

程、 差し 替 えが ござ いま す 。  

審 議 会 の 議 事 は 公 開 が 義 務 づ け ら れ て お り ま す 。 会 議 録

作成 のた め 録音 させ てい た だき ます ので 、御了 承 願い ます 。 

ま た 、 発 言 の 際 は 挙 手 の 上 、 議 長 よ り 指 名 さ れ て か ら ご

発言 をお 願 いい たし ます 。  

 こ こ で 、 本 来 で あ れ ば 、 後 田 教 育 長 か ら 皆 様 に ご 挨 拶 申

し 上 げ る と こ ろ で す が 、 本 日 は 生 涯 学 習 部 長 と も ど も 公 務

が 重 な り 、 欠 席 と さ せ て い た だ き ま し た の で 、 代 わ り に 事

務局 長の 小 栗 か らよ り 拶 を 申し 上げ ます 。  

 

（小 栗 館 長 挨拶 ）  

 

（宮 川主 任 学芸 員、 志田 藤 学芸 員、 上條 学 芸員 ３名 挨拶 ）  

 

（小 栗館 長 ）  

 以 上 に な り ま す。 宜し く お願 いい たし ま す。  

 

（玉 ノ井 次 長）  

 そ れ で は 、 次 第に 沿っ て 進め させ てい た だき ます 。  

 は じ め に 、 相 原 会 長 か ら ご 挨 拶 を 頂 き た い と 存 じ ま す 。

よろ しく お 願い いた しま す 。  

 

（相 原 会 長 挨拶 ）  

 

（玉 ノ井 次 長）  

 あ り が と う ご ざい まし た 。  

「 流 山 市 史 編 さ ん 審 議 会 条 例 」 第 ５ 条 ・ 第 ３ 項 の 規 程 に

よ り 、 会 議 の 議 長 は 会 長 に 務 め て い た だ く 事 と な っ て い ま

す。 ここ か らは 、相 原会 長 に進 行を お願 い いた しま す。  
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（相 原会 長 ）  

 議 題（ １ ）平 成 2 9 年度 市史 編 さん 事業 に つい て 、事 務局

の方 から 宜 しく お願 いい た しま す。  

 

（北 澤係 長 ）  

 議 題 に 入 る 前 に ご 報 告 を さ せ て い た だ き ま す 。 本 日 の 会

議 に つ き ま し て は 、 委 員 全 員 の 出 席 を い た だ い て お り ま す

ので 、「 流山 市 史 編さ ん審 議 会条 例」第６ 条 第２ 項の 規定 に

より 、会 議 が成 立し てい る 事を 申し 添え ま す。  

 そ れ か ら 、 大 変 時 間 が 経 過 し て 申 し 訳 ご ざ い ま せ ん が 、

前 回 の 議 事 録 を 送 付 さ せ て い た だ い て お り ま す 。 議 題 に 入

る 前 に 、 議 事 録 の 確 認 を さ せ て い た だ き た い の で す が 、 宜

しく お願 い いた しま す 。  

 

（相 原会 長 ）  

 会 議 成 立 と い うこ とで 、議事 進 行に 入 り た いと 思い ます 。 

 前 回 の 議 事 録 につ いて 、修正 等 があ れば お 出し くだ さい 。 

 

（本 間委 員 ）  

 1 3 頁 の 相 原 会 長 が お 話 し な さ っ て い る と こ ろ で 、「 他 に

なに かご ざ いま すか 。な いよ う で すの で」の「 ない よう 」が

漢字 にな っ てい ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

あ り が と う ご ざ い ま す 。 他 に 何 か 気 が つ い た こ と が ご ざ

いま した ら お願 いい たし ま す。  

 そ れ で は 、本 日 の議 題に 、平成 2 9 年度市 史 編さ ん 事業 に

つい て、 事 務局 より お願 い いた しま す 。  

 

（北 澤 係 長 ）  

 先 に 議 事 録 に 関 し ま し て 、 修 正 の 上 、 ホ ー ム ペ ー ジ に 公

開 さ せ て い た だ き ま す の で ご 了 解 い た だ き た い と 思 い ま す 。 

 そ れ で は 、議 題 １ 平 成 2 9 年度 市 史編 さん 事 業実 施状 況に

つい て ご 報 告さ せて いた だ きま す。事 前資 料（ １）平成 2 9

年度 市史 編 さん 事業 に つ い て 。ア 、古 文 書解 読 事業 は、寄 贈
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寄 託 さ れ た 古 文 書 の 解 読 を 継 続 し て 進 め 、 流 山 の 歴 史 を 明

ら か に す る と い う こ と で 実 施 し て お り ま す 。 現 在 収 蔵 点 数

2 7 , 5 5 2 点の うち 、平 成 2 9 年 度 につ いて は、恩田 家 文 書 2 , 0 5 0

点に つい て 解読 を行 いま し た。恩 田家 文書 は、9 , 1 2 5 点ござ

いま すが 、こ の う ちの 7 , 7 3 2 点 を 平成 2 9 年 度で 終 了し てお

りま す。  

 イ 、市 史 啓 発 事 業 は 、古文 書 講座 を開 講 し て おり ます 。古

文 書 を 解 読 し な が ら 、 あ ま り 知 ら れ て い な い 江 戸 時 代 に つ

い て 理 解 を 深 め る と い う 目 的 で 実 施 を し て お り ま す 。 講 師

は 、 國 學 院 大 學 兼 任 講 師 の 種 村 先 生 に お 願 い を し て お り ま

す 。 古 文 書 講 座 は 前 期 と 後 期 に 合 わ せ て ４ 回 、 計 ８ 回 実 施

をし てお り ます 。前 期は 第 １回「 豊臣 から 徳 川へ 」、第 ２回

「江 戸時 代 初期 の天 皇と 将 軍」、第３ 回「 田 畑勝 手 作 の禁 と

は」、第 ４回「 殉 死の 禁を め ぐっ て」とい う 内容 で、参加 者

数は 延べ 1 3 5 名 。後 期は 、 第１ 回「 日光 社 参に 関す る古 文

書を 読む ①」、第 ２回「 日光 社 参に 関す る古 文 書を 読む ②」、

第３ 回「 安政 の大 地震 に関 す る古 文書 を読 む ①」、第４ 回「 安

政の 大地 震 に関 する 古文 書 を読 む② 」 で 、 延べ 1 4 2 名の 参

加 者 が ご ざ い ま し た 。 前 期 は 講 師 の 種 村 先 生 に 用 意 し て い

た だ い た 古 文 書 史 料 の 解 読 を 行 い 、 後 期 の ４ 回 は 市 内 の 古

文書 史料 を 利用 して 実施 し てお りま す。  

 

（相 原会 長 ）  

 2 9 年 度の 市 史 編さ ん事 業 実施 状況 につ い ての 報告 につ い

て、 ご質 問 のあ る方 はい ら っし ゃい ます か 。  

 前 回 だ っ た と 思 い ま す が 、 流 山 の 史 料 な の か ど う か と い

う こ と が 出 て い た と 思 い ま す け れ ど も 、 こ の ８ 回 の 中 で 流

山の 史料 は あり ます か。  

 

（北 澤係 長 ）  

 ３ 回 目 と ４ 回 目 で す。  

 

（相 原会 長 ）  

 そ の 他 に 何 か あり ます か 。  

 無 い よ う で す ので 、次 に 入り ます 。  

（２）平成 3 0 年 度市 史編 さ ん事 業計 画に つ いて、お願 い
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しま す 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 平 成 3 0 年度 市 史編 さん 事 業 に つい て 。昨 年 度と 同様 、ア

と い た し ま し て 古 文 書 の 解 読 作 業 を 実 施 し て お り ま す 。 平

成 3 0 年度 は、こ れま で長 年 継続 をし て い ま した 恩田 家文 書

の 解 読 が 上 半 期 で 終 了 す る 見 込 み と な っ て お り ま す 。 今 日

の 議 題 （ ５ ） 今 後 の 市 史 編 さ ん 事 業 に つ い て と い う と こ ろ

にも 関わ っ て き ます が 、今 後恩 田 家の 古文 書 目録 の作 成 の 、

準 備 を 進 め る と い う 形 で 、 解 読 作 業 を 実 施 し な が ら 目 録 作

成の 準備 も 開始 いた して お りま す。  

 イ と い た し ま し て 市 史 啓 発 事 業 。 今 年 度 も 古 文 書 講 座 を

開 講 す る 予 定 で お り ま す 。 全 ８ 回 で 、 昨 年 と 同 様 種 村 先 生

に お 願 い を す る 予 定 で 、 11 月 か ら ３ 月 ま で の 期 間 の う ち 、

計８ 回で 予 定を いた して お りま す。  

 ウ と い た し ま して 次の 議 題に もな って お り ま す、『流 山市

史研 究 』 2 3 号の 刊行 、エと いた しま して『 ふる さと 流山 の

あゆ み 』 の ２版 目 の 刊行 、 以上 を予 定し て おり ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

ご質 問 の あ る方 はい らっ し ゃい ます か。  

 次 に 関 わ る こ とで すの で、（ ３ ） 流 山市 史 研究 第 2 3 号に

つい て 、 お 願い しま す。  

 

（北 澤係 長 ）  

事 前 資 料 と い た し ま し て 、 相 原 会 長 、 岡 村 委 員 、 本 間 委

員 、 元 館 長 の 川 根 氏 、 そ れ か ら 事 務 局 か ら 私 が 資 料 紹 介 と

し て 松 ケ 丘 の 街 路 灯 に つ い て と 市 史 編 さ ん の 事 業 報 告 を 送

らせ てい た だき まし た。  

相 原 会 長 、 岡 村 委 員 、 本 間 委 員 か ら 原 稿 の 差 し 替 え が ご

ざい まし た ので 、お 配り い たし ます 。  

 

（相 原 会 長 ）  

私 の 原 稿 が 俎 上 に 乗 り ま す の で 、 山 田 副 会 長 に 議 長 を 代

わり たい と 思い ます 。  

 



6 

 

（山 田副 会 長 ）  

投稿 原稿 に つい て、 ご質 問 ござ いま すか 。  

相 原 先 生 「 旧 水 戸 街 道 「 引 き 直 し 」 と 向 小 金 新 田 村 の 成

立」 につ い て。  

 

（相 原会 長 ）  

 水 戸 街 道 は 流 山市 とし て は た った 8 0 0 メ ー ト ル、 向小 金

新 田 だ け 通 っ て い る 。 こ れ と 新 し い 水 戸 街 道 と の 開 発 の 関

連 が あ る の で は な い か 、 と い う こ と で タ イ ト ル を 旧 水 戸 街

道、今 県道 で すけ れど も 、旧 水 戸街 道の 引き 直 し 。い わば 水

戸 藩 が で き て そ し て 旧 水 戸 街 道 が で き て く る と 。 そ の 旧 水

戸 街 道 を 作 る の に 向 小 金 新 田 が 関 わ っ た の だ ろ う と い う こ

とで 書い た わけ です 。  

流 山 市 民 一 般 的 に は 南 東 部 、 向 小 金 新 田 と 前 ケ 崎 と か 名

都借 とか 、あ まり 市民 に と っ て 、接 して ない 。調 べた 報告 も

少 な い 。 私 今 住 ん で い ま す の で 、 と い う こ と で 書 い て み ま

した 。  

松 戸 の 史 談 会 と い う も の が ご ざ い ま し て 、 そ の 史 談 会 の

山 口 博 行 さ ん と い う 方 が 水 戸 道 中 の 引 き 直 し 、 付 け 替 え の

年 代 と い う こ と で 松 戸 史 談 に 載 せ て い る わ け で す ね 。 こ の

方 と お 会 い し よ う と 思 い ま し た ら こ の 方 、 投 稿 さ れ て 刊 行

され ない う ち、あ るい は刊 行 され たか もわ か りま せん けど 、

が ん で 亡 く な ら れ た 。 そ れ で 聞 く こ と が で き な か っ た 。 大

変 失 礼 だ っ た の で す け れ ど も 、 山 口 さ ん の お 考 え と 私 の 考

え は ち ょ っ と 違 う と い う こ と で 、 書 い て み た と い う こ と で

ござ いま す 。  

細か いこ と につ いて はお 伺 いし たい 。  

 

（山 田副 会 長）  

 ご 質 問 あ り ま すか 。  

資料 新し い もの は前 と何 が 違っ てい るの で すか 。  

 

（相 原会 長 ）  

 大 き く は 違 わ な い の で す が 、 補 足 し た と こ ろ が 若 干 あ り

ます 。  
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（北 澤係 長 ）  

 先 生 の 原 稿 を 確認 させ て いた だい た中 で、 1 3 頁の 注記 の

部分 。３ 番、上段 ３行 目、徳川 光 圀 のと ころ な ので すが 、９

歳 で 元 服 を し て 1 3 歳 で 従 三 位 中 納 言 と 記 載 さ れ て い る の

です が、『国 史 大 辞典 』で 確 認し ます と、中 納言 に任 じら れ

たの が元 禄 ３ 年 とい うこ と です 。な ので 、 1 2 歳 では ない と

思わ れま す 。  

 

（相 原会 長 ）  

 確 認 し ま す 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 そ れ と 、も う １ 点。追 加で 後 でい ただ いた 写 真 。一 石五 輪

塔の 写真 な ので すが 、私も 実物 を 確認 して い ない ので すが 、

恐 ら く 上 と 下 は 別 物 で は な い か 。 形 状 か ら す る と 一 石 五 輪

で間 違い な い と は思 いま す が。  

 

（相 原会 長 ）  

 前 は 別 の 石 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 台 の 上 に 年 号 が入 った 基 部が ある と。  

 

（相 原会 長 ）  

 そ う で す ね 。 ど っ ち か ら と ろ う か と 思 っ て 、 誤 解 を 受 け

る な と 思 っ て 、 一 石 じ ゃ な い ん じ ゃ な い か と 言 わ れ る 可 能

性が あっ た ので 。  

 前 の 台 を 片 付 け よ う と 思 っ た け れ ど も そ れ は 断 っ て な か

っ た も の で す か ら 、 こ う な っ て し ま っ た 。 そ の ま ま 写 真 を

撮 る の は い い で す よ と ご 了 解 い た だ い た の で す が 。 そ の ま

まと いう の が難 しか った で すね 。  

だか ら キ ャ プシ ョン で一 言 断ろ うか と。  

 

（北 澤係 長 ）  

 上 の ２ つ 石 材 は 元 の一 石 五輪 塔と は別 と 思わ れま す 。  
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（相 原会 長 ）  

 元 々 じ ゃ な い ？一 石じ ゃ ない ？  

 

（北 澤係 長 ）  

 基 部 か ら 三 段 目 ま で は 一 石 五 輪 で す 。 上 の 部 分 は は ぐ れ

て し ま っ た も の で 、 上 と 下 の 形 状 の ア ン バ ラ ン ス さ を 考 え

ると 別物 の 可能 性が 高い と 思い ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

 別 じ ゃ な い 、 一 石 だ と 思 う 。 向 小 金 に 寛 永 年 間 一 石 五 輪

塔が ２本 あ る。 それ も触 っ てみ まし たが 間 違い なく 一石 。  

た だ 元 和 年 間 に つ く っ た か ど う か 。 彫 り 込 み は 元 和 ９ 年

にな って い ます けれ ど。 後 々に 作っ たの か もし れま せん 。  

 

（小 川委 員 ）  

 元 和 は 皆 無 に 等し いで す から ね。  

 

（北 澤係 長 ）  

 元 々 の 形 状 は 一 石 五 輪 で 間 違 い な い 。 そ れ は 問 題 な い と

思 い ま す が 、 一 部 が 改 変 さ れ て い る と い う 認 識 を 持 ち ま し

た。  

 

（相 原会 長 ）  

 も う １ 回 さ わ って みま す 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 事 務 局 の 方 で も１ 度確 認 いた しま す。  

 

（村 田委 員 ）  

 上 か ら ３ つ 目 、 ４ つ 目 は 文 字 が あ る だ ろ う と わ か る け れ

ど、 １番 上 と ２ つ目 はこ れ ある んで すか 。  

 

（相 原会 長 ）  

 ち ょ っ と そ れ はわ かり ま せん ね。  

 

（下 津谷 委 員）  
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 上 の ２ つ 、 石 が 違 う よ う な 感 じ も す る 。 こ う い う 置 き 方

も あ ま り 聞 い た こ と が な い 。 こ の 写 真 で 見 る と 別 の よ う な

気が する 。  

 

（相 原会 長 ）  

 別 の 石 み た い な。  

 

（山 田副 会 長）  

 バ ラ ン ス が 悪 いね 。  

 

（小 川委 員 ）  

 上 ２ つ は 後 か ら 乗 せ た ん じ ゃ な い か と い う 気 が す る 。 文

字 が 上 ２ つ つ な が れ ば 問 題 な い ん で し ょ う け ど 。 ち ょ っ と

アン バラ ン ス。  

 

（相 原会 長 ）  

 バ ラ ン ス が 悪 いん です け れど も、３ 本と も微 妙 に違 う 形 。

近 く で す と 東 漸 寺 さ ん の 無 縁 仏 の と こ ろ も 調 べ て み た ん で

す け ど ち ょ っ と 違 う 。 小 金 あ た り の 石 工 が 刻 ん だ の か な と

思 っ て 。 同 じ 形 じ ゃ な い 。 こ う い う バ ラ ン ス が 悪 い の も あ

る。  

 

（山 田副 会 長）  

 こ い つ は こ れ 梵字 あ る ん です か。  

 

（小 川委 員 ）  

 こ れ を 見 ま す と 下 の方 あ りま すね 。  

 

（山 田副 会 長）  

 １ 番 上 あ る ん じゃ ない で すか 、こ れ。  

 

（相 原会 長 ）  

 文 字 は 読 め な い。  

 

（小 川委 員 ）  

 こ の 時 期 は 板 碑 か ら 五 輪 塔 へ 変 わ る 時 期 。 そ れ 以 降 こ の
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地方 では 板 碑は 急速 に消 え てし まい ます の で。  

 

（相 原会 長 ）  

 年 号 は 一 色 さ ん 辺 りが 読 んで いる だろ う と思 いま す。  

 

（小 栗館 長 ）  

 論 文 の 趣 旨 に 影響 は？  

 

（小 川委 員 ）  

 別 段 こ の 五 輪 塔 そ の も の を 論 じ て い ま せ ん の で 。 キ ャ プ

ショ ンで そ れな りの こと を 付け 加え れば 。  

 

（相 原会 長 ）  

 今 日 ご 指 摘 を 受 け た こ と を 収 め て 書 い て い き た い と 思 い

ます 。  

 

（小 川委 員 ）  

 年 号 は 間 違 い ない と思 い ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

 年 号 は 間 違 い ない 。  

 

（小 川委 員 ）  

 板 碑 か ら 五 輪 塔へ の移 行 期の 資料 です か ら。  

 

（山 田副 会 長）  

 そ の 他 に 何 か ござ いま す か。  

 

（小 川委 員 ）  

 非 常 に 面 白 い 。  

 

（相 原委 員 ）  

 山 口 さ ん は そ れ を 否 定 し て い る わ け で す ね 。 水 戸 街 道 を

つ く っ た 年 代 は も っ と 後 だ と 。 そ う だ と 向 小 金 と 結 び つ か

な い 。 向 小 金 に は 光 圀 が 綿 貫 に 2 0 両 渡 し て 松 並 木 を 作 れ

と 。 向 小 金 は １ 本 も な い 。 な ぜ 向 小 金 に 松 を 植 え な か っ た



11 

 

か。 村が で きて 旅人 が迷 わ ない で済 むと 。  

 駒 木 新 田 と 向 小 金 新 田 、 ど ち ら が 古 い か あ や ふ や な 表 現

を し た の は 、 駒 木 新 田 の こ と は お さ え き れ な い 。 か な り 早

い う ち に 新 田 開 発 し た よ う な 書 き 方 で す け れ ど も 。 参 考 文

献 の 中 に あ げ て い ま す 『 地 名 を 歩 く 』 の 場 合 で す と 駒 木 新

田 の 方 が 初 出 が 古 い 。 僕 は 同 じ こ ろ じ ゃ な い か と 思 っ て い

る 。 向 こ う は 上 野 牧 と 高 田 台 牧 で あ り ま す け ど 、 向 小 金 新

田 は 上 野 牧 。 ほ ぼ 同 時 に 幕 府 は 新 田 開 発 を 許 可 し た の で は

な い か と 思 い ま す け ど 。 そ の 辺 は ち ょ っ と 言 い 切 れ な い と

ころ があ っ た の で、 ぼや っ とし た表 現に し まし た。  

 

（村 田委 員 ）  

 相 原 先 生 の お っ し ゃ る 新 田 開 発 と は 、 森 林 を 切 り 開 い て

田 畑 を つ く っ て 人 が 住 ん で 新 田 が で き た こ と を い う の か 。

恐 ら く 最 初 か ら そ こ へ 行 っ て 人 が 住 ん で 村 が で き た の で は

な く て 、 何 年 か 経 っ て い る と 思 う 。 恐 ら く 最 初 は 入 会 地 か

請 所 み た い な も の で 、 農 民 が 許 可 を も ら っ た か 何 か わ か ら

な い け れ ど 、 入 り 込 ん で 、 そ こ に 畑 を 作 っ て 段 々 大 き く な

っ て 仕 方 な く 認 め た か 、 政 策 で 認 め た か わ か り ま せ ん け れ

ども 。  

い ず れ に し ろ 人 が 住 ん で 村 が で き て な る ん で す け ど 、 先

生 の お っ し ゃ る 村 が で き た 年 号 と い う の は 、 畑 や 家 が で き

て 、 人 が 移 り 住 ん だ 時 を 以 て で き た と い う ふ う に お 考 え な

ので すか 。  

 

（相 原会 長 ）  

 向 小 金 の 場 合 、 い つ か ら 村 が 始 ま っ た か は っ き り わ か ら

ない 。人が 住 んだ のが 大体 、墓 を調 査し て 、大 体 ６～ ７軒 が

最 初 だ ろ う と 思 っ て い る の で す が 、 そ れ が 寛 永 年 間 の 初 め

と 思 っ て い ま す 。 そ の 頃 は ま だ 入 植 は し た け れ ど そ れ で 生

活 は ま だ で き な か っ た 。 そ こ を 開 墾 し て 蕎 麦 と か 稗 と か そ

う い う も の を 、 段 々 土 地 が 肥 え て き て 他 を 植 え る こ と が で

きる 。最 初 は生 活 で きな か った んじ ゃな い か。  

成 り 立 っ た の は 正 保 年 間 。 水 戸 街 道 が ほ ぼ 開 通 す る の が

正保 年間 と いわ れて いる 。その 頃 じゃ ない か と思 って いる 。

例 え ば 享 保 年 間 に は 方 々 開 墾 し て 周 辺 集 落 が 開 か れ た 。 そ
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れで いく と やっ ぱり 1 0 年 位 、８ ～ 1 0 年 経っ て幕 府が 認め

てい くと い うこ とに なる の では 。  

今 谷 新 田 、 小 金 上 町 新 田 が い つ 頃 開 か れ た の だ ろ う と 調

べ て い た ら 水 戸 の 文 献 が 出 て き た 。 そ れ だ と 享 保 に 村 が で

き た と い わ れ て い る が 、 そ の 前 、 正 徳 年 間 に は 人 が 住 ん で

いた こと が ほぼ わか る。そう い うふ う に ８ ～ 1 0 年位 の間 が

かか るん だ と思 うん です ね 。  

大 体 向 小 金 の 中 心 の 神 社 、 香 取 神 社 か ら 小 金 の 東 漸 寺 ま

で 丁 度 ２ キ ロ 。 裕 福 な 家 か ら 分 家 に 出 し た と こ ろ は 労 働 力

と か 、 多 少 食 べ る も の の 援 助 も 受 け ら れ た 。 そ れ と 道 普 請

を や り な が ら 現 金 収 入 を 受 け た の で は な い か 。 そ の 史 料 が

出 て こ な い も の で す か ら わ か り ま せ ん け れ ど も 。 そ う い う

こ と で 、 向 小 金 新 田 の 初 期 の 人 た ち の 初 期 の 入 植 は 旧 水 戸

街道 と関 連 があ ると いう こ とで 書い てみ た 。  

 

（小 川委 員 ）  

 検 地 帳 に は 出 て こ な い の で す か 。 税 を 納 め て い る の が １

つの 成立 条 件で は。  

 

（相 原会 長 ）  

 検 地 が 始 ま っ た時 に村 が でき た 。享 保 1 5 年と か 。検 地が

あ っ た の が 、 隣 村 で す と 今 谷 新 田 と か 小 金 上 町 新 田 と か が

享保 1 5 年 。  

 

（小 川委 員 ）  

 享 保 1 5 年で す ね。 それ な らそ んな に古 く ない 。  

庄 内 牧 の 開 墾 、 柳 沢 新 田 、 そ こ に 神 社 が あ り ま し て そ こ

か ら 文 書 が 出 て き て 頼 ま れ て 解 読 し た ん で す け れ ど 、 寛 文

延宝 期 に 親 村か ら出 てき て 開墾 。3 0～ 4 0 年後 検地 帳に のる 。 

 

（下 津谷 委 員）  

 新 田 と 名 が つ く の は 税 を 払 っ て か ら で す ね 。 そ の 前 は 地

元で は言 っ てい ても 正式 な 名前 とし ては 出 てこ ない 。  

 

（相 原会 長 ）  

 向 小 金 の 場 合 は 向 小 金 と い う 地 名 は 最 初 は な い 。 小 金 の
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脇 の と こ ろ に 新 田 村 と 出 て く る 。 向 小 金 と い う ふ う に つ く

の は そ の 後 。 当 時 新 田 村 は 少 な か っ た わ け で す か ら 、 新 田

村と いう と 向小 金を 指し た と。  

 

（小 川委 員 ）  

 面 積 的 に も 小 規 模 な の で す ね 。 水 戸 街 道 の 開 発 に 伴 っ て

行 わ れ た 可 能 性 も あ る 。 そ う し な い と 柏 の 方 ま で 同 時 期 の

もの がな い とお かし い。  

 

（山 田副 会 長）  

 他 に ご 指 摘 ご ざい ます か 。  

 そ れ で は 岡 村 委 員 「 流 山 市 の 鍬 」 に つ い て 審 議 し た い と

思い ます 。  

 

（下 津谷 委 員 ）  

 小 川 さ ん の 専 門で はな い です か。  

 実 測 が き ち ん と あ る 。 昔 の 民 俗 は 実 測 が な く て 写 真 と ス

ケッ チの み だっ た。 面白 い ので はな いで す か。  

 

（小 川委 員 ）  

 1 8 頁の イ グワ 、こ れは 古い 形 式。その 後は す ぐに 金属 に

な っ て し ま う 。 で す か ら バ リ エ ー シ ョ ン が た く さ ん あ り ま

す。も う少 し 細か くや って い くと 、田ん ぼに は 使わ ない 。開

墾 地 帯 に は 必 ず 残 る 農 具 で ご ざ い ま す の で 。 消 滅 し か け て

いる 。  

実測 に基 づ いて おり よく 理 解し てい ただ け ると 。  

博 物 館 に 民 具 が た く さ ん あ り ま す の で 、 館 の 方 へ お 願 い

で す け れ ど も 、 い き な り 全 部 と は い き ま せ ん け れ ど も 、 毎

年 、 系 統 づ け て 少 し ず つ 整 理 し て い た だ く と 、 眠 っ て い る

民 具 が 目 覚 め て い く の で は な い か と 。 こ の 際 に お 考 え い た

だけ れば 。  

 

（北 澤係 長 ）  

博物 館の 資 料を 使っ てい た だい て。  

特 に 農 具 は 色 々 あ る の で す が 、 常 設 展 で な か な か 展 示 で

き な い 中 で こ う い っ た 形 で 公 開 で き る の は あ り が た い で す 。 
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（小 川委 員 ）  

流 通 の 流 れ ま で わ か る よ う に な り ま す の で 。 文 字 情 報 も

たく さん 出 てき ます 。  

 

（本 間委 員 ）  

1 3 頁図 1 8 マ ン ノウ とあ る ので すが 、 私 は 今ま で サ ンボ

ング ワ と 耳 にし てい まし た 。  

 

（小 川委 員 ）  

４本 ある の がマ ンノ ウで す 。  

 

（本 間委 員 ）  

 ４ 本 が マ ン ノ ウで すか 。する と 図 1 8 はサ ンボ ン グワ では

ない です か 。  

 

（小 川委 員 ）  

明確 に３ 本 だか ら 、４ 本だ か らと いう 基準 は あり ませ ん。

大 体 大 ま か に 言 い ま す と ４ 本 が マ ン ノ ウ 。 そ の マ ン ノ ウ で

も 田 を 耕 す も の と 畑 と 耕 す も の で 大 き さ は 全 く 違 い ま す 。

そ う い う 分 類 で や っ て い く と ま た 違 っ た も の が 見 え て く る

かも しれ ま せん 。  

 

（山 田副 会 長）  

ちな みに ど っち が畑 でど っ ちが 田 な んで す か 。  

 

（小 川委 員 ）  

1 3 頁でい い ます と 1 7 が田 。 1 6 が畑 。  

土壌 に合 わ せて 農具 とい う のは 考え られ て いる 。  

 

（下 津谷 委 員）  

土壌 や地 形 によ って 農具 の 形が 変わ って く る 。  

 

（小 川委 員 ）  

柄が 違う 。 これ も調 べて み ると 面白 い。  
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（下 津谷 委 員）  

ど う い う 場 所 で 使 っ た か と い う こ と を き ち ん と し な い と

正確 では な い 。  

 

（清 藤委 員 ）  

1 2 頁と 1 3 頁、 図の 順番 を 変え た方 が良 い ので は。  

 

（岡 村委 員 ）  

 た ま た ま 収 ま っ た の で こ こ に 入 れ て い ま す 。 比 率 が あ り

ます ので 小 さく した くな か った 。  

 

（山 田副 会 長）  

小 川 先 生 に お 聞 き し た い の で す が 、 農 具 の 名 称 と い う の

は全 国的 に 調べ たも のは あ る の です か。  

 

（小 川委 員 ）  

デ ー タ 化 し て あ り ま す 。 検 索 が 可 能 で す 。 西 日 本 を 中 心

に 、 静 岡 県 か ら 西 の 方 は 、 記 録 を 沢 山 書 い て く れ て い ま す

ので 。 そ う いう 意味 では こ こは 農業 が遅 れ て い まし た。  

 

（本 間委 員 ）  

事 務 局 に お 尋 ね し た い の で す が 、 図 面 が す ご く 多 い の で

すが これ だ け載 せて 大丈 夫 なの です か。  

 

（北 澤係 長 ）  

基本 的に は デー タ化 して い るも のは 問題 あ りま せん 。  

清 藤 委 員 か ら の 図 版 の 位 置 は 、 縮 尺 を 変 え ず に 図 を 入 れ

替 え ら れ る の で あ れ ば 、 図 の 番 号 順 の 方 が 宜 し い か と 思 い

ます ので 、 調整 させ てい た だい ても 宜し い です か。  

 

（岡 村委 員 ）  

でき るの な ら変 えて いた だ いて 結構 です 。  

 

（北 澤係 長 ）  

不可 能で あ れば その まま で すけ ど。  
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（小 川委 員 ）  

編集 にお 願 いし ます 。  

 

（下 津谷 委 員）  

1 6 頁のジ ョ レン 、穴 が開 い てい ない よう で すが 。  

 

（小 川委 員 ）  

これ も い く つも あり ます 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 こ れ は 流 山 で 使っ てい た ジョ レン です か 。  

 

（岡 村委 員 ）  

 資 料 に あ っ た もの です 。  

 

（山 田副 会 長）  

他に ござ い ませ んか 。  

 

（村 田委 員 ）  

大 変 楽 し く 読 ま せ て い た だ き ま し た 。 あ り が と う ご ざ い

まし た。  

１ つ 教 え て い た だ き た い の で す が 、 ３ 頁 の 表 ３ で 、 真 ん

中 辺 に 刃 の 反 り っ て い う 部 分 が あ り ま す よ ね 。 こ の 反 り っ

てい うの は どこ を ど うい う ふう に測 った の です か。  

 

（岡 村委 員 ）  

金 属 の 刃 を 平 面 な と こ ろ で 押 し 付 け て 、 そ こ か ら 刃 が ど

れく らい あ がっ てい るか 測 りま した 。  

 

（村 田委 員 ）  

結構 上が っ て い ます ね。  

 

（山 田副 会 長）  

さて 他に ご ざい ます か。  

で は 本 間 委 員 「 大 字 上 新 宿 二 つ の 神 社 と そ の 周 辺 （ レ ポ

ート ）」 につ い て 。  
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（本 間委 員 ）  

 ９ 頁 ７ 行 目 「 古 代 人 た ち は … 稲 作 は 東 南 ア ジ ア か ら 伝 播

さ れ た と い う が 」 を 削 除 し た い と 思 い ま す 。 照 葉 樹 林 文 化

ま で 頭 に 入 っ て き て し ま っ て 、 そ れ は 無 関 係 だ っ た と 後 で

気 付 き ま し た 。 当 初 の 初 稿 の よ う に 、 簡 単 に つ な い だ 方 が

良 い と 後 で 反 省 い た し ま し た の で 、 今 回 訂 正 さ せ て い た だ

きた いと 思 いま す。  

 

（小 川委 員 ）  

 ５ 頁 の 終 わ り から ２行 目、「 庚 申講 は、講 中を 組織 し」と

あ り ま す が 、 講 中 と い う の は １ つ の 組 織 の メ ン バ ー と い う

こと です の で、「 講 を 組織 」に しな いと 言葉 と して おか しい 。 

 

（本 間委 員 ）  

 板 碑 な ん か だ と講 中 と 書 いて あり ます が 。  

 

（小 川委 員 ）  

 板 碑 は 私 た ち が建 てま し たよ とい う意 味 。  

講 は 結 ぶ ん で す 。 そ こ に 集 ま っ た 人 た ち を 講 中 。 で す か

ら 、 最 初 か ら 講 中 と い う の は な い で す 。 信 仰 の 同 志 を 講 を

結 ぶ 。 信 仰 に 集 ま っ た 人 た ち を １ 人 ず つ 挙 げ ら れ ま せ ん か

ら講 中 と 言 いま す 。  

 

（本 間委 員 ）  

 そ う し ま す と 「講 を組 織 し」 が 宜 しい 。  

 

（小 川委 員 ）  

 「 講 を 組 織 し 」と すべ き じゃ ない かと 。  

 

（山 田副 会 長）  

 そ れ で は こ れ は「 講を 組 織し 」と 直し て くだ さい 。  

 

（本 間委 員 ）  

 あ り が と う ご ざい ます 。  
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（堀 部委 員 ）  

６ 頁 ７ 行 目 祇 園 の 八 坂 神 社 で は 、 の 「 祇 園 際 」 の 字 が 違

う。  

 

（本 間委 員 ）  

「祭 」で す ね。  

 

（堀 部委 員 ）  

祇 園 八 坂 神 社 と い う 言 い 方 で 京 都 の 八 坂 神 社 と ぱ っ と く

っつ けら れ るか 。  

 

（本 間委 員 ）  

そし たら 京 都と いう ふう に 。  

 

（堀 部委 員 ）  

入れ た方 が 良い と思 いま す けど 。  

 

（清 藤委 員 ）  

 ７ 頁 下 段 ６ 行 目 で 、 カ ル シ ウ ム の お か げ で 見 つ か る の は

人 骨 、 動 物 の 骨 な ど で 、 土 偶 土 器 は 腐 ら な い で す か ら 関 係

ない 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 清 藤 さ ん と 同 じ 意 見 な ん で す が 、 文 章 ち ょ っ と 足 せ ば い

い の で す よ 。 人 間 や 動 物 の 骨 は カ ル シ ウ ム の た め に 残 る 。

土 器 石 器 は 関 係 な い 。 だ か ら 、 動 物 質 の も の が カ ル シ ウ ム

の た め に 残 る と ち ょ っ と 足 し て お け ば 良 い の で す 。 こ れ だ

と土 器石 器 がカ ルシ ウム の ため に残 ると 読 めち ゃう 。  

 

（本 間委 員 ）  

 今 後 改 め て 訂 正さ せて い ただ きま す。  

 

（堀 部委 員 ）  

 馬 蹄 形 の 開 口 部と 海 の 入 り江 が 結 びつ か ない 。  

 

（小 川委 員 ）  
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 ち ょ っ と 思 い 込み が強 い ので はな い か な と思 いま す。  

 

（堀 部委 員 ）  

 な ん で 馬 蹄 形 貝 塚 に な っ た の か は 専 門 家 の 中 で も 必 ず し

も 唯 一 こ れ が 正 解 だ と い う も の は な い で す 。 馬 蹄 形 貝 塚 は

今 、 上 か ら 見 る と 馬 蹄 形 に な っ て い る だ け で 、 最 初 か ら 馬

蹄 形 に な っ て い た わ け じ ゃ な い 。 結 果 と し て そ う な っ た だ

け。  

 結 果 と し て 馬 蹄 形 に 見 え る だ け で 、 そ こ で 縄 文 時 代 の 人

が生 活し た とき は 、 馬蹄 形 にな って いた か はわ から ない 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 貝 塚 と 一 口 に 言う が、貝 塚が 形 成さ れる の は５ 年 1 0 年じ

ゃな い。1 0 0 年 単 位。そ こ に住 んだ 人は 貝を 捨 てる が、馬 蹄

形 に 捨 て て い く わ け じ ゃ な い ん だ け れ ど も 、 そ う い う 形 に

なる よう に 捨て てい る。  

そ こ に 住 ん だ 人 た ち が 捨 て 場 所 が 決 ま っ て い て 、 結 果 的

に 馬 蹄 形 に な る 。 そ れ が 地 形 や 何 か に よ っ て そ う な っ て い

る の か 、 そ の 辺 は ま だ は っ き り と は わ か ら な い 。 一 般 的 な

解説 書は 馬 蹄形 貝塚 で通 っ てし まう が 。  

 

（相 原会 長 ）  

 ８ 頁 上 、 B C が ２つ あり ま すけ れど も、「 B C 5 0 0 0 年ご ろ

から 気候 の 温暖 化」、5 0 0 0 年 ～ 4 0 0 0 年位の 間が 最高 水位 じ

ゃな いか と 。そう する と「か ら 」と いう のは 誤 解を 招く とい

うの が一 つ 。  

 ４ 行 目 の と こ ろの「 今 から 3 5 0 0 年」前 、今を 2 0 0 0 年と

すると B C 1 5 0 0 年の 方が よ り近 い。 1 0 0 0 年 じゃ ない 。  

 

（清 藤委 員 ）  

 B C 5 0 0 0 年頃 か ら気 候の 温 暖化 では なく 、B C 5 0 0 0 年頃が

温暖 化の ピ ーク にな りま す 。  

 

（本 間委 員 ）  

 で は こ こ は 、 B C 5 0 0 0 年 ～ 4 0 0 0 年が 温暖 化 のピ ーク で、

とい う言 い 方が 宜し いで し ょう か。  
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（相 原会 長 ）  

 正 確 に 言 う と 議論 もあ る んで すけ ど、ぼや か し て 5 0 0 0 年

～ 4 0 0 0 年く らい がピ ーク と いっ た方 が 安 全 かな と 。  

 

（本 間委 員 ）  

 書 き 直 し さ せ てい ただ き ます 。  

 

（小 川委 員 ）  

 あ と 細 か い こ とで すけ れ ども 、B C と い きな りも って いく

ので はな く て「紀 元前 」と 。次 の３ 行目 は良 い と思 いま す。  

 

（本 間委 員 ）  

 １ 行 目 の B C は「 紀元 前 」で 。  

 

（小 川委 員 ）  

 レ ポ ー ト で す ので わか り やす く。  

 

（山 田副 会 長）  

 他 に 宜 し い で すか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 上 新 宿 貝 塚 の 位 置 づ け で す が 、 縄 文 時 代 後 期 だ け で な く

晩 期 も あ た り ま す の で 、 後 ・ 晩 期 に 表 現 を 変 え て い た だ い

た方 が。  

 

（清 藤委 員 ）  

 ８ 頁 ２ 行 目 あ た り に 「 人 は 貝 や 魚 を 採 っ て 食 べ る よ う に

な っ た 」 と あ り ま す が 、 食 べ る よ う に な っ た の は も う １ 万

数千 年前 。  

 

（堀 部委 員 ）  

 貝 や 魚 は も っ と昔 から 食 べる こと は食 べ てい た。  

 

（清 藤委 員 ）  

 貝 塚 は も っ と 昔か らあ り ます から 。  
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（本 間委 員 ）  

 そ こ は 書 か な い方 が良 い ので しょ うか 。  

 

（清 藤委 員 ）  

 あ ま り 書 か な くて 良い ん じゃ ない です か 。  

 

（本 間委 員 ）  

 こ こ は 削 除 さ せて いた だ きま す。  

 

（堀 部委 員 ）  

 海 退 し た か ら 遠 浅 の 海 に な る の で は な く て 、 海 は 干 潮 と

満潮 があ る 。  

 

（本 間委 員 ）  

 余 計 な と こ ろ ま で 書 い て し ま っ た の で こ こ の と こ ろ は 削

除さ せて い ただ きま す。  

 

（清 藤委 員 ）  

 さ ら に 言 う と です ね、今か ら 3 5 0 0 年前に は「 東 京湾 の入

り 江 が こ ん な 奥 地 ま で 来 て い た 」 と あ る ん だ け ど 、 果 た し

て こ の 流 山 辺 り に は 海 が そ の ま ま き て い た と い う 論 法 な の

でし ょう か 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 基 本 的 に は 微 妙で 。入 り 江の 奥と いう よ りは 汽水 域。  

貝 塚 の 始 ま る 初 期 は ハ マ グ リ と か そ う い う も の が あ っ て 、

入り 江の 最 奥部 とい う表 現 はま だ良 いか も しれ ませ んが 。  

 

（本 間委 員 ）  

 入 り 江 は 書 か ない 方が 良 いと いう こと で しょ うか 。  

 

（小 栗館 長 ）  

 時 間 を 特 定 し なけ れば 良 いと 思う 。  

 

（本 間委 員 ）  
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 今 か ら 3 5 0 0 年 とい う言 葉 を入 れな けれ ば 正解 に近 い。  

 

（北 澤係 長 ）  

 そ う で す ね 。 入 れ な い の で あ れ ば 入 り 江 の 奥 地 と い う こ

とは 表現 と して は問 題な い と思 いま す。  

 

（本 間委 員 ）  

 で は そ れ は 入 れな いで お きま す。  

 

（相 原会 長 ）  

 ４ 頁 下 1 0 行 目 、「東 葛 飾郡 の郡 会議 員（ 現在 の 県 会議 員）」

の 括 弧 は い ら な い ん じ ゃ な い か 。 県 会 議 員 と 郡 会 議 員 は 違

うん じゃ な いか 。  

 

（本 間委 員 ）  

 括 弧 は 削 除 し た方 が。  

 

（相 原会 長 ）  

 郡 会 議 員 で 良 いん じゃ な いか 。ある いは 、こ の地 域、東 葛

飾郡 を選 挙 区に した 県会 議 員。  

 

（小 川委 員 ）  

 県 会 じ ゃ な い で す か ら ね 。 で す か ら 今 比 較 す る も の が な

いで すか ら 入れ ない 方が 良 い。  

 

（本 間委 員 ）  

 わ か り ま し た 。  

 

（小 川委 員 ）  

 タ イ ト ル で 下 に 「（ レ ポ ー ト ）」 と 括 弧 書 き が つ い て い ま

す が 、 本 間 さ ん ご 自 身 は い わ ゆ る 論 文 を 書 い て い る と い う

意識 では な いと いう こと で しょ うか 。  

 

（本 間委 員 ）  

 論 文 調 が 書 け ない ので 、あ まり 。主 観 が多 い ので 。レ ポ ー

ト の 方 が 良 い の か な と 思 っ た ん で す け ど 。 別 に 取 っ ち ゃ っ
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ても 構わ な いで す。  

 

（小 川委 員 ）  

 い や 、 そ う な ると また 別 の問 題が 出て く る。  

折 角 レ ポ ー ト 形 式 で 出 し て い た だ い て 。 地 元 の 人 が 意 外

と 知 ら な い 。 ど こ の 市 で も 他 か ら 流 入 し た 方 の 方 が こ う い

う文 化事 業 に意 識が 高い 。  

折 角 で す の で 、 大 変 失 礼 な ん で す が 、 レ ポ ー ト と い う こ

と を 受 け 取 り ま し て 、 今 ま で 市 史 研 究 に こ の 類 の も の が 掲

載 さ れ て な い ん で す 。 こ れ か ら 長 い 時 代 継 続 す る た め に 、

こ う い う も の も 入 手 し な い と い け な い と 思 い ま す の で 、 ど

うで しょ う か、論文 とは ま た別 の扱 いで 、「 村 々 を歩 く」と

か「 地域 を歩 く」とか 、タ イト ル をつ けれ ば １，２，３… …

と 無 限 に 続 い て い き ま す の で 、 そ う い う 形 で 今 度 の 市 史 研

究に 掲載 す るの は如 何か な とい うふ う に 思 いま すが 。  

 

（山 田副 会 長）  

 如 何 で す か 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 今 の ご 意 見 は 結 構 で す が 、 私 は レ ポ ー ト と あ る か ら そ う

読 ん だ ん で す よ 。 レ ポ ー ト な ら 良 い な と 思 っ た 、 は っ き り

言う とね 。論 文だ とち ょっ と 具合 が悪 い 。で す から ね、レ ポ

ート とい う 形で 読ん で、 良 いな と、 読み や すい 。  

そ う い う 形 に す る な ら ば 、 論 文 と は 違 う 形 の タ イ ト ル 出

して おい て 、分野・ジ ャ ンル に する なら 構い ま せん けど 。レ

ポー トと し て載 せる なら 私 は構 わな いと 思 いま すけ どね 。  

あ る い は レ ポ ー ト を 取 っ ち ゃ っ て 、 そ の 周 辺 で そ の ま ま

に し て お い て 、 違 う ジ ャ ン ル の を つ け て お け ば 。 論 文 じ ゃ

あ り ま せ ん よ と い う 形 に す れ ば い い わ け で す よ 、 雑 誌 の 中

で。  

 

（本 間委 員 ）  

 市 史 研 究 も 今 後 の こ と を 考 え ま す と 、 市 民 に 広 く 読 ん で

も ら う も の で あ る べ き で す の で 、 レ ポ ー ト 形 式 で も 受 け 付

けて 、審議 し て駄 目な もの は 駄目 、良い もの は 掲載 する 。風



24 

 

穴 を 開 け る と い う か 、 新 し い ビ ジ ョ ン と し て 考 え ら れ る の

では ない で しょ うか 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 小 川 さ ん の 言 う よ う に 、 地 元 の 人 は 見 落 と す ん で す 、 こ

う い う 内 容 を 。 地 元 の 人 は 当 た り 前 。 他 所 の 目 で ご 覧 に な

って こう い うの は面 白い 。  

良 い 適 当 な ジ ャ ン ル の 名 前 を つ け て も ら っ て 、 載 せ る の

は良 いん じ ゃな いか と思 い ます けど ね。  

 

（相 原会 長 ）  

 小 川 先 生 の 言 われ たよ う に 、江 戸の 村 、地 域 を歩 くと か 、

形 を つ く れ ば 、 書 い て み よ う と な る 。 そ れ を 期 待 し て 決 め

てほ しい な と。  

 

（小 川委 員 ）  

 編 集 後 記 で も そ う い っ た こ と を 謳 っ て も ら う と 、 大 い に

投稿 して も らえ る。  

 

（下 津谷 委 員）  

 流 山 を 歩 く と か。そ んな ので や るの がい い かも しれ ない 。 

 

（山 田副 会 長）  

 地 域 を 歩 く よ り流 山を 歩 くの 方が 良い 。  

 

（小 川委 員 ）  

 地 域 と い う と どこ の地 域 かわ から ない 。  

 

（山 田副 会 長）  

 何 か 事 務 局 で 考え ても ら えま すか 。  

 

（小 栗館 長 ）  

 流 山 を 歩 く が 一番 良い か と。  

 

（山 田副 会 長）  

 本 間 委 員 ど う です か。  
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（本 間委 員 ）  

 な に か き っ か けに なっ て 嬉し いで す。  

 

（山 田副 会 長）  

 で は そ れ で い きま しょ う 。  

次は 川根 さ んの「利 根 運河・謎 の 写真 を読 む」。何 かご 意

見あ りま す か。  

 

（堀 部委 員 ）  

 こ れ 川 根 さ ん の 原 稿 は 大 分 前 に 送 ら れ た も の で す よ ね 。

それ とこ れ はど うい うふ う に、 何か 違っ て いる ので すか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 同 じ で 、 体 裁 を 整 えた だ けで す。  

 

（堀 部委 員 ）  

 反 転 し た 写 真 が 載 っ て い ま す よ ね 。 結 果 と し て こ れ ど っ

ちに なっ た んで すか ね 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 読 ん で て よ く わか らな い 。  

２ 頁 下 段 ８ 行 目 「 数 例 を あ げ る 」 と あ る け れ ど 何 か そ の

辺よ くわ か らな かっ たん だ けど 良い のか な 。  

あ と ど こ か に 東 武 野 田 線 っ て 出 て い る け れ ど 、 こ れ が 実

際 に 印 刷 さ れ て 出 る と き に は 、 今 既 に ア ー バ ン パ ー ク ラ イ

ンに なっ て いる ので 、そ こ 直し てお いた 方 が良 いと 思う 。  

 

（相 原会 長 ）  

あえ て野 田 線と 書く 人も い ます ね。  

 

（小 川委 員 ）  

 こ れ で 良 い ん じゃ ない の 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 結 局 結 論 は は っき りし な い。  
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 そ れ か ら も う １ つ あ る ん で す け ど 、 ６ 頁 下 段 の 図 ４ と 図

５何 とか な りま せん かね 。 小さ くて 見え な い。  

 

（北 澤係 長 ）  

 図 ４ と ５ は 拡 大は でき ま す。 修正 しま す 。  

 ア ー バ ン パ ー ク ラ イ ン に つ い て は 川 根 さ ん に 確 認 し ま す 。 

 

（山 田副 会 長）  

 川 根 さ ん に つ いて はこ の まま 掲載 。  

他 に ご 意 見 あ る で し ょ う か 。 な い よ う で し た ら 次 に 進 み

たい と思 い ます 。  

それ では 、 資料 紹介 と事 業 報告 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 街 路 灯 の 写 真 に つ き ま し て は 、 目 次 の 後 に カ ラ ー で 入 れ

る予 定で す 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 ３ 頁 下 の 写 真 で す け れ ど も 、 こ れ ど こ か ら か 取 っ た ん で

すか 。ぼ や けて るん です け れど も。  

 

（北 澤係 長 ）  

 松 ケ 丘 の 自 治 会誌 2 0 周 年記 念 誌か ら転 載 しま した 。  

 

（本 間委 員 ）  

 こ れ は 松 ケ 丘 のロ ータ リ ーで すか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 そ う で す 。  

 

（相 原会 長 ）  

 ２ 頁 上 ５ 行 目 昭和 3 1 年 11 月 から 木造 家 屋が 云々 と書 い

てあ りま す が 、当 時松 ケ丘 じ ゃな いん です 。向 小金 新田 。そ

この とこ ろ 一言 括弧 でも 良 いか ら入 れた 方 が 良 いか なと 。  

 

（北 澤係 長 ）  
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 字 丹 後 で す ね 。  

 

（相 原会 長 ）  

 そ う で す ね 。  

 

（岡 村委 員 ）  

 ４ 頁 の 街 灯 の 図面 にス ケ ール 入れ ない の です か。  

 

（北 澤係 長 ）  

 付 け 足 し ま す 。  

 

（山 田副 会 長）  

 ３ 頁 上 の 地 図 なん です が 、こ れ何 の地 図 です か。  

 

（北 澤係 長 ）  

 写 真 の 載 せ て ある 場所 で す。  

 

（山 田副 会 長）  

 地 図 の 真 ん 中 、 二 重 丸 の と こ ろ に 街 路 灯 が あ る と い う こ

とか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 そ う で す 。  

 

（山 田副 会 長）  

 そ れ を わ か る よう にし て おか ない と。  

 

（北 澤係 長 ）  

 わ か り ま し た 。  

 

（岡 村委 員 ）  

 ５ 頁 の 黒 丸 の 番号 がつ い てい ない もの は 何で すか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 番 号 の つ い て いな いも の が現 存の もの で す。  
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（小 川 委 員 ）  

 そ れ も 注 記 し なく ちゃ い けな い。  

 

（相 原会 長 ）  

 こ の お 寺 さ ん は 新 し い で す ね 。 天 台 宗 の 。 お 墓 が な く て

お葬 式と か 仏事 専門 の。  

 

（小 川委 員 ）  

 そ う で す ね 。 つく りも ち がう 。  

 

（山 田副 会 長）  

 寺 域 じ ゃ な い んじ ゃな い か。  

 

（北 澤係 長 ）  

 寺 域 の 、 駐 車 場 の 中 に 移 設 さ れ て い る 。 元 々 は 自 治 会 館

の傍 の路 上 にあ った もの で す。  

 

（山 田副 会 長）  

 こ れ 見 る と 随 分 ま ば ら な ん で す が 、 １ 番 と ２ 番 随 分 近 接

して ある と いう こと は元 は 沢山 あっ たん で すか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 沢 山 あ り ま し た。  

 

（村 田委 員 ）  

 ２ 頁「 基 部 外 周 1 . 2 m を測 り 」の「測 り 」は「 あ り 」で 良

いん じゃ な いで すか ね。  

２頁 の上 の 方に「 2 0 基以 上設 置 した 」と 書 いて あり ます

よね 。下 の段 の「 歴史 的建 造 物の 評価 」に「９ 基存 在」とい

う ふ う に 書 い て い る ん で す が 、 総 数 は い く つ だ と お さ え て

いる んで す か。  

 

（北 澤係 長 ）  

 把 握 し き れ て いま せん 。  

 

（村 田委 員 ）  
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 「 松 ヶ 丘 団 地 に は 、 こ の 他 に 同 じ 街 路 灯 が ９ 基 存 在 」 の

「こ の」 と いう のは 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 元 々 松 ヶ 丘 団 地 内 に あ っ た も の な の で す が 、 名 都 借 の 農

家の 畑に 移 設さ れた もの が 存在 しま す。  

 

（村 田委 員 ）  

 「 こ の 」 は 一 号型 街路 灯 のこ とを 指し て いる 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 そ う で す 。  

 

（村 田委 員 ）  

 ５ 頁 の 一 号 型 街路 灯、２ 頁の 上 には 2 0 基 以上 と 書い て あ

る 。 総 数 は は っ き り し な い と い う こ と で し た が 、 把 握 で き

てい るの は どれ くら いな ん です か。  

 

（北 澤係 長 ）  

 今 残 っ て い る も の は ９ で す 。 実 際 に は １ 個 取 り 壊 さ れ て

数は 減っ て いま すが 。  

 2 0 基 以上 と い うの は松 ヶ 丘団 地に 建て ら れて 街路 灯と し

て稼 働し て いた 数の こと を いっ てい ます 。  

 

（村 田委 員 ）  

 松 ヶ 丘 団 地 が 昭和 3 0 年 代 にで きて 、 2 0 基 以上 の街 路灯

が つ く ら れ た ん で す が 、 そ の 団 地 自 体 の 範 囲 は 広 が っ て い

る で し ょ う 。 だ か ら 、 最 初 に 団 地 が で き た 、 街 路 灯 が で き

た 、 そ の 範 囲 は 大 体 お さ え る こ と が で き る ん で し ょ う ね 。

そし たら 2 0 基 以 上こ の中 に あっ たこ とに な りま すよ ね。そ

んな よう な こと を今 の地 図 に落 とせ ない ん でし ょう か。  

 

（北 澤係 長 ）  

 調 べ て み ま す 。  

 

（小 川委 員 ）  
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 耐 震 性 の 問 題 が あ る ん で す が 、 永 久 に 残 れ る か と い う と

どう です か 。  

 

（村 田委 員 ）  

 地 下 の 構 造 は どう なっ て いる んで すか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 地 下 は わ か ら ない です 。  

 

（山 田副 会 長）  

 コ ン ク リ ー ト 製で すか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 コ ン ク リ ー ト 製 で す 。 一 部 鉄 筋 が 見 え て い る も の も あ り

ます 。ど う いう ふう に残 し てい くか は課 題 です 。  

 

（小 栗館 長 ）  

 こ の カ テ ゴ リ ー の も の は 恐 ら く 初 め て に な る の で 、 国 登

録 有 形 文 化 財 と い う も の の 解 釈 を 少 し 進 め る よ う な も の に

な る ん じ ゃ な い か と 、 国 の 調 査 官 の 方 も チ ャ レ ン ジ 的 な と

ころ があ り ます とい うこ と でし た 。  

耐 震 性 の お 話 を 全 く 考 え て い な か っ た の を 実 感 し て お り

ま し て 、 地 下 ど の く ら い 埋 ま っ て い る の か を 確 認 し て お き

たい と思 い ます 。  

 

（堀 部委 員 ）  

 市 と し て こ の ９ 本 を こ れ か ら ど う し よ う と 、 具 体 的 に あ

るん です か 。  

 

（小 栗館 長 ）  

 そ の 点 に つ い て は 、 申 し 訳 ご ざ い ま せ ん 、 全 く 考 え て お

り ま せ ん で し た 。 今 後 、 文 化 財 審 議 会 等 に も 諮 っ て い き た

いと 思い ま す。  

 

（堀 部委 員 ）  

 街 路 灯 が 建 っ てい る の 土 地は 私有 地な の か。  
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（北 澤係 長 ）  

 ほ ぼ 公 道 で す 。  

 

（堀 部委 員 ）  

 そ う す る と 、 何 か の 理 由 で 取 り 壊 さ れ ち ゃ う 可 能 性 も あ

る わ け で 。 公 道 を 管 理 し て い る 部 局 と の 連 携 を や ら な い と

全部 なく な っち ゃう んじ ゃ ない かと 思う ん です ね。  

も し 、 道 路 工 事 を や っ て 撤 去 さ れ る な ら ば 博 物 館 の 方 に

ご 一 報 い た だ き た い と か に し て 、 場 合 に よ っ て は 撤 去 す る

と き に 地 下 構 造 が ど う な っ て い る か 確 認 で き る と 思 う ん で

す。  

 

（北 澤係 長 ）  

 松 ケ 丘 の 地 元 の 皆 さ ん の 町 歩 き と か に 使 っ て い た だ い て 、

6 0 年の中 の 歴史 的な もの と して 、町 のシ ンボ ル とし て、指

定 し て い る し て い な い に 関 わ ら ず 、 周 知 す る の が 残 す こ と

につ なが る かと 。  

 

（堀 部委 員 ）  

 公 道 だ と 必 要 な い か ら と 壊 さ れ る こ と も あ る か も し れ な

い。  

 

（北 澤係 長 ）  

 気 を 付 け て や って いき た いと 思い ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

 写 真 に 写 っ て いる 説明 板 はお 寺の もの で すか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 お 寺 の も の で す 。 登 録 有 形 に な る と 銅 板 が き ま す の で 、

これ と一 緒 に新 しい 説明 板 を作 って 設置 し たい 。  

 

（山 田副 会 長）  

 次 に 事 業 報 告 につ いて 進 みま す 。  
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（相 原会 長 ）  

 そ の 前 に 、 数 字 の 表 記 の 仕 方 を こ の 辺 で 統 一 し て お こ う

と い う 案 な ん で す 。 そ れ ぞ れ 表 記 の 仕 方 が 違 っ て ど う す る

か。  

 

（北 澤係 長 ）  

 今 ま で 提 出 し て い た だ い た 論 文 、 レ ポ ー ト に 関 し て 、 漢

数 字 表 記 を し て い る も の 、 算 用 数 字 表 記 を し て い る も の 。

相 原 先 生 の 方 か ら は 本 文 中 は 漢 数 字 、 参 考 文 献 は 算 用 数 字

表 記 を し て い た だ い て 、 わ ざ と 問 題 提 起 を し て い た だ き ま

し た 。 相 原 先 生 の 方 か ら 統 一 を 図 っ た 方 が い い の で は な い

かと いう こ とで 。  

 

（相 原会 長 ）  

 新 聞 な ん か も 算 用 数 字 を 多 く 使 っ て き て ま す ね 。 こ れ 縦

書き だか ら 漢数 字が 良い か とい う問 題な ん です ね。そ れと、

資 料 と か 参 考 文 献 の 場 合 に は 統 一 し た 方 が 良 い 。 西 暦 な ら

西暦 。明 治・大正・昭 和・平成 と、その 度に ど れく らい 年の

差が ある の か 、西 暦を 使っ た 方が 良い かな と 。しか し、本 文

は 和 年 号 で い く 。 江 戸 時 代 は 括 弧 で 西 暦 を 入 れ る 。 そ の 場

合 も 、 例 え ば 元 禄 ３ 年 括 弧 で 西 暦 を 入 れ る か 、 元 禄 ３ 括 弧

西暦 を入 れ て年 で閉 める か 、そ う いう こと が ある んで すね 。

これ 区々 な んで すよ 。ど こ かで 決め るし か ない です ね。  

 

（小 川委 員 ）  

 事 務 局 で 何 か そう い う 基 準持 って いま せ んで した っけ 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 市 史 編 さ ん で や る と き は 最 初 に そ う い う の は 決 め て し ま

う。  

 

（堀 部委 員 ）  

 執 筆 要 綱 な か った か。  

 

（下 津谷 委 員）  

 市 史 編 さ ん で 前に 出し た んじ ゃな かっ た かな 。  
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（北 澤係 長 ）  

 事 務 局 で 確 認 し て 、 そ れ に 合 わ せ て 統 一 す る と い う こ と

にし たい と 思い ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

 も う 印 刷 に 入 らな い と 。  

 

（小 川委 員 ）  

 こ れ だ け 間 違 い が あ る と い う こ と で 、 次 回 か ら 改 め る と

いう 方向 で 良い んじ ゃな い か。  

 

（相 原会 長 ）  

 決 め て い た だ けれ ばそ れ ぞれ の人 に直 し ても らう 。  

 

（小 川委 員 ）  

 執 筆 要 綱 が 出 てこ なけ れ ば今 回は バラ バ ラで 。  

 

（相 原会 長 ）  

 バ ラ バ ラ で も 仕方 ない 。  

 

（小 川委 員 ）  

 そ の 可 能 性 が ある とい う こと を了 承し て いた だい て。  

 

（山 田副 会 長）  

 次 、 市 史 編 さ ん事 業報 告 につ いて お願 い しま す。  

 

（北 澤係 長 ）  

 前 回 の 会 議 で 、 平 成 ７ 年 度 以 降 の 市 史 編 さ ん 事 業 に 関 し

て 、 そ れ 以 前 に 関 し て は 市 史 研 究 の 中 で 報 告 し て い た の で

す が 、 そ れ 以 後 が 掲 載 さ れ て い な い と い う こ と で 、 今 回 ７

年度 から 昨 年度 分ま でま と めさ せて いた だ きま した 。ただ、

古 い も の は 基 本 的 に は 博 物 館 年 報 に 記 載 さ れ て い る も の で

す 。 詳 細 に つ い て 載 っ て い な い も の も あ り ま す の で 、 た だ

や っ た こ と を 列 記 す る よ う な 内 容 に な っ て し ま っ て い ま す 。

こ の ま ま で 掲 載 し て 良 い か ど う か を １ つ 問 題 点 と し て 挙 げ
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させ てい た だき ます 。  

 

（下 津谷 委 員）  

 委 員 の 名 前 が 羅 列 し て い ま す よ ね 。 こ れ １ 段 組 み に し て

い ま す け ど 、 ２ 段 組 み に し て し ま っ て 。 そ う す る と ペ ー ジ

数減 るで し ょ う 。  

 

（村 田委 員 ）  

 平 成 11 8 度 、 11 9 度にな っ てい る。  

 

（小 栗館 長 ）  

 小 疇 先 生 の 「 あぜ 」が 違 う。  

 

（北 澤係 長 ）  

 過 去 の 審 議 会 の 日 程 は 把 握 し て い ま す が 、 審 議 内 容 が 不

明 な も の が 多 く あ り ま す 。 記 録 が 残 っ て い る 部 分 を 記 載 す

るの であ れ ばそ こは 追加 を して いき たい 。  

 

（小 川委 員 ）  

 館 報 を 見 て も ない です か 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 あ り ま せ ん 。  

 

（本 間委 員 ）  

 こ れ は 『 市 史 研 究 』 2 3 号 に 載 せ る と い う 形 な の で す ね 。 

 

（山 田副 会 長）  

 2 3 号に 載 せる 。  

 

（本 間委 員 ）  

 そ う し ま し た ら 、 下 津 谷 先 生 が 仰 っ た よ う に 小 さ な 形 で

良い ので は ない でし ょう か 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 圧 縮 で き る と ころ は圧 縮 しま す。  
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（小 川委 員 ）  

 圧 縮 す る の で あ れ ば 、 当 初 は 刊 行 物 と か 事 業 だ け し か 書

いて いな い 。委員 の名 前は 書 いて いな い 。平 成 1 3 年度 から

委 員 の 名 前 が 出 て る ん で す ね 。 委 員 の 名 前 は カ ッ ト し た ら

随 分 短 く な り ま す 。 事 業 報 告 で あ れ ば 。 実 際 に 委 員 が 事 業

がや って い ると も限 りま せ んの でね 。圧 縮 する なら 。  

 

（本 間委 員 ）  

 そ う 思 い ま す 。  

 

（山 田副 会 長）  

 他 に 宜 し い で すか 。  

議題（ ３）流山 市 史研究 2 3 号に つ いて の議 事 が終 わり ま

した ので 、 議長 を相 原会 長 に戻 しま す。  

 

（相 原会 長 ）  

次の 議題 に 移り ます 。  

議題（ ４）「ふ る さと 流山 の あゆ みに つい て 」の 増刷 につ

いて 、事 務 局よ り説 明を 願 いま す。  

 

（北 澤係 長 ）  

 前 回 の 会 議 の 際 に 残 部 が な く な っ て き た と い う こ と と 、

内 容 に つ い て 再 検 討 す る に は 時 間 が か か る と い う こ と を ご

報 告 さ せ て い た だ き ま し た 。 今 回 は 誤 字 脱 字 、 変 換 ミ ス に

つ い て の み 修 正 し て 再 版 す る と い う こ と で ご 了 解 を い た だ

い て い ま す 。 現 在 、 執 筆 者 の 方 々 に 修 正 箇 所 の 確 認 を さ せ

て い た だ い て 、 ７ 月 い っ ぱ い を 目 途 に 確 認 作 業 を 行 っ て い

ます 。確 認 作業 終わ り 次 第 、 2 0 0 部の増 刷 をい た しま す。  

６月 末現 在 残部 が 1 0 部ま で減 っ てい ます の で、恐 らく 上

半 期 中 に は な く な る か と 。 ７ 月 の 確 認 以 降 、 増 刷 の 作 業 を

進め させ て いた だき ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

 ご 質 問 が あ れ ばお 願い し ます 。  
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（小 川委 員 ）  

 市 民 の 方 か ら 聞い たん で すけ ど、寺 社一 覧が わ から ない 。

そ れ か ら 文 化 財 の 一 覧 が な い 。 寺 社 一 覧 、 文 化 財 一 覧 く ら

い は 、 今 回 は 無 理 で も 次 回 以 降 は 是 非 検 討 し て い た だ け な

いか なと 。  

 

（小 栗館 長 ）  

 『 チ ェ ッ ク ！ 流 山 の む か し 』 に は リ ス ト が あ っ た と 思 い

ます ので 、 その 役割 を果 た すの はそ ちら な のか なと 。  

 

（小 川委 員 ）  

 皆 何 冊 も 買 う わ け で は な い 。 よ り 皆 さ ん に 利 用 し て い た

だく には 良 いの かと 。  

 

（相 原会 長 ）  

 そ れ で は 宜 し いで すね 。議 題（ ５）今 後の 市 史編 さん につ

いて 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 前 々 か ら 今 後 の 市 史 編 さ ん 事 業 に 関 し て と い う こ と で

色 々 検 討 し て い た 中 で 、 前 回 事 務 局 か ら 方 針 を 出 し て ほ し

い と い う ご 意 見 が あ り ま し た の で 、 現 実 的 に 今 事 務 局 と し

て 何 を 最 優 先 し て や っ て い く べ き か 、 ま た 実 現 可 能 性 が あ

る も の は 何 か と い う こ と で 、 検 討 し て 、 今 後 の 方 針 と し て

提案 させ て いた だく もの で す。  

 ま ず 、 １ 番 と し て あ げ さ せ て い た だ い た の は 、 恩 田 家 文

書目 録の 作 成に なり ます 。 2 9、 3 0 年度の 事 業で 報 告さ せて

いた だき ま した が、恩田 家 文書 に つき まし ては 3 0 年度 上半

期 で 解 読 が 終 了 す る 見 込 み で す 。 こ の 解 読 が 終 了 す る に あ

た っ て 、 目 録 を 今 後 作 成 し て い く こ と を １ 番 と し て あ げ さ

せて いた だ いて いま す。 約 9 , 1 2 5 点あ り ます が 、作 業を 始

め た 中 で 枝 番 が 出 る 関 係 上 、 実 際 に は １ 万 点 を 超 え る 数 に

な る か と 思 い ま す 。 そ の 確 認 作 業 を 行 い な が ら 、 今 の と こ

ろ の 計 画 で す が 、 ２ 年 に １ 冊 の 刊 行 で 、 ３ 分 冊 に わ け て 刊

行を する 目 標で す 。今 年度 は 下準 備を して 、実 際に は 3 1 年

度か ら本 格 的に 入り、3 2 年 度 に 第１ 分冊 、第 ２分 冊が 3 4 年
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度、 第３ 分 冊が 3 6 年度と い うふ う に予 定し て いま す。  

 次 に 、 ２ 番 目 と い た し ま し て 、 諸 家 文 書 目 録 の 作 成 と い

たし まし て 、前回 にも お話 し をい たし まし た が 、昭 和 6 1 年

以 降 、 流 山 市 史 の 中 で 文 書 目 録 が 作 成 さ れ て い な い 状 況 で

す。こ の間 、寄託・受 贈 した も のに 関し ては 市 史研 究等 でも

追 っ て い な い と い う こ と を 考 え ま す と 公 開 さ れ て い な い と

い う こ と で す の で 、 過 去 に 刊 行 さ れ た も の と あ わ せ て 、 文

書 目 録 を 作 成 し て い き た い と い う ふ う に 考 え て い ま す 。 順

番 と い た し ま し て は 恩 田 家 の 方 を 優 先 し て 、 そ の 後 こ の 諸

家文 書の 目 録を 進め てい き たい と考 えて い ます 。  

 そ れ か ら 、３ 番 目と して 、こ れは １，２ と並 行 して やる よ

う な 作 業 に な る か と 思 い ま す が 、『 ふ る さ と 流 山 の あ ゆ み 』

の改 訂版 を 挙げ させ てい た だき まし た。 今 年度 2 0 0 部の 増

刷 を 行 い ま す が 、 過 去 の 審 議 会 で も も っ と わ か り や す い 内

容 に す べ き だ と い う 意 見 が 多 く 出 さ れ て い ま す 。 今 回 文 言

の 修 正 を 執 筆 者 に 依 頼 し た と こ ろ で す け れ ど も 、 実 は 執 筆

者 の 方 か ら も も う 少 し 手 を 入 れ て 書 き 直 し た い と い う 意 見

も 聞 こ え て い ま す 。 小 川 委 員 か ら も 寺 社 一 覧 が な い と あ り

ま し た よ う に 色 々 な 意 見 が あ り ま す の で 、 今 後 数 年 後 の 改

定 を 踏 ま え て 、 内 容 に つ い て 審 議 会 の 中 で 議 論 し て い た だ

けれ ばと 思 いま す。  

 最 後 見 送 り と い う ふ う に 書 い て あ り ま す が 、 自 然 編 、 考

古 編 と い う こ と で 挙 げ ら れ て い た の で す が 、 現 状 の 事 務 局

の 状 況 等 を 考 え る と 、 単 独 で の 自 然 編 、 考 古 編 と い う の は

難 し い の で は な い か と い う こ と で 、 先 行 し て ３ つ の も の を

優 先 と し て 、 こ の ２ つ に 関 し て は 見 送 り を す る と い う こ と

で提 案を さ せて いた だき ま す。  

 ２ 枚 目 に つ き ま し て はこ れ を 踏 ま え た年 次 計 画 で 、 2 0 1 8

年か ら 今 後 1 0 年 間の 計画 に なり ます 。元 号 が変 わ って しま

う の で 、 西 暦 表 記 に さ せ て い た だ い て い ま す 。 目 録 の 刊 行

と 市 史 研 究 の 刊 行 が 同 年 に な っ て い ま す が 、 こ れ は た す き

が け に し て 、 確 実 に 市 史 の 活 動 の 中 で 、 毎 年 何 ら か の も の

を 刊 行 し て い く こ と に な る か と い う の は 、 今 後 の 審 議 会 の

中で 検討 し てい ただ けれ ば と思 いま す。  

 

（相 原会 長 ）  
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何か ご質 問 があ りま した ら 。  

そ れ で は こ う い う 年 次 計 画 に 沿 っ て 、 事 務 局 の 方 で 宜 し

くお 願い 致 しま す。  

 

（小 栗館 長 ）  

 事 務 局 と し て 提 案 が な さ れ ま し た が 、 こ の 年 次 計 画 は 全

体 の 2 7 , 0 0 0 点 の 収 蔵 の 文 書 に つ い て 最 終 的 に ど う す る の

かが 明確 に なっ てい ませ ん 。恩 田家 文 書 9 , 0 0 0 点な ので 残

り 1 8 , 0 0 0 点 に つ い て ど う す る の か と い う の が 明 確 に な っ

てい ませ ん 。  

それ から 、この 計 画通 りだ と 約 2 0 年目 録の 完 成に かか る

と 思 い ま す 。 そ の 間 、 文 書 の 活 字 化 が ど う な っ て い く の か

が 全 く 示 さ れ て お り ま せ ん の で 、 計 画 と 申 し ま し て も 未 完

成 な 計 画 だ と 考 え て お り ま す の で 、 も う 少 し 練 る 必 要 が あ

るか と。  

ま た 、 こ れ ま で 審 議 会 の 皆 様 か ら 自 然 編 、 考 古 編 に つ い

て 沢 山 ご 意 見 頂 戴 し て い る も の を 見 送 り と い う 形 に し て 良

い の か と い う の が 気 に な っ て い る と こ ろ な ん で す け れ ど も 。 

 

（小 川委 員 ）  

 こ の 資 料 集 を 作 る に あ た っ て １ 番 問 題 な の は 、 吉 野 家 文

書 。 ど こ ま で 本 当 に 出 せ る の か ど う か 。 こ れ を ク リ ア し な

い と 流 山 の 近 世 の 生 活 に 関 わ る 大 き な 問 題 、 何 か し な い と

宝 の 持 ち 腐 れ で 終 わ っ て し ま う 。 吉 野 家 文 書 が 出 る こ と に

よっ て下 総 台地 が大 きく 変 わり ます 。特に 農民 の 動き とか 。

色 々 問 題 が あ る と は 聞 い て い ま す け ど 今 は 乗 り 越 え る こ と

が で き る の で は な い か な と 思 い ま す 。 是 非 検 討 し て く だ さ

い。  

 

（堀 部委 員 ）  

 吉 野 家 文 書 を 公 表 す る こ と に よ っ て 、 現 在 直 接 的 に 問 題

が発 生す る とい うこ とは 考 えら れる の で す か。  

 

（小 川委 員 ）  

 一 部 考 え ら れ ま す 。 た だ 私 も 全 部 目 を 通 し て い ま せ ん の

で。  
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 前 の 市 史 編 さ ん も あ わ せ て 、 前 を 出 す と き に 館 の 方 で 修

正 し ち ゃ っ た ん で す ね 。 適 当 に 切 っ て し ま っ て 、 全 体 像 が

わか らな い 。  

 

（堀 部委 員 ）  

 文 書 っ て い う のは よく 屋 号が でて きま す よね 。  

 

（小 川委 員 ）  

 身 分 の 問 題 も ある 。  

 

（相 原会 長 ）  

 今 回 の 年 次 計 画 に は 出 て き て い ま せ ん が 、 ど の 辺 に 位 置

付け るの か 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 吉 野 家 全 体 の 持 っ て い る 史 料 の 中 の 、 一 部 し か 公 開 さ れ

てい ませ ん 。  

 

（小 川委 員 ）  

 日 記 の 部 分 が 少し 公開 さ れて いる 。  

 

（堀 部委 員 ）  

 ど の く ら い の ボリ ュー ム があ るん です か 。  

 

（小 川委 員 ）  

 私 も ち ょ っ と わか りま せ ん。  

 

（相 原会 長 ）  

 恩 田 家 と 比 べ てど っち が 分量 とし て多 い んで すか 。  

 

（北 澤係 長 ）  

 文 書 は 短 い も の も １ 点 と 扱 い を す る の で 、 総 量 的 に は 恩

田 家 の 方 が 多 い で す け れ ど も 、 書 か れ て い る 文 書 の 中 身 は

恐ら く吉 野 家 で す。  

 

（山 田副 会 長）  
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 一 部 し か 公 開 しな いと い うの は誰 の判 断 です か。  

 

（北 澤係 長 ）  

 恐 ら く 当 時 の 市 史 編 さ ん 。 当 時 の 方 針 と し て 、 出 せ る も

の だ け 虫 食 い 的 に 出 せ ば い い と 感 覚 で 、 一 部 分 だ け 刊 行 し

たと 伺っ て いま す。  

 

（小 川委 員 ）  

 そ の 通 り だ と 思い ます 。  

 中 世 ～ 近 世 に か け て の 史 料 に な り ま す の で 、 こ の 地 方 に

ない 史料 で すか ら。  

 

（北 澤係 長 ）  

 吉 野 家 の 日 記 は 通 常 の ま ち 中 の 喧 嘩 だ と か 日 常 的 な 当 時

の生 活文 化 を知 るう えで 非 常に 貴重 だと 思 いま す。  

 

（小 栗館 長 ）  

 恩 田 家 文 書 に つ い て は 上 半 期 に 解 読 が 終 了 す る 見 込 み で

あ る こ と 、 目 録 も 既 に 作 成 に 入 っ て い る こ と か ら 、 今 年 度

の 事 業 に 組 み 込 む こ と に つ い て は 進 め さ せ て い た だ き ま す

が 、 こ の 計 画 に つ い て は 色 々 な 側 面 が あ り ま す し ご 指 摘 も

あ り ま し た の で 、 こ の 計 画 に つ い て も う 少 し 先 の こ と ま で

考 慮 し た 形 で 、 ま た ご 意 見 頂 戴 さ せ て い た だ き た い と 思 い

ます が如 何 でし ょう か。  

 

（相 原会 長 ）  

 は い 。  

 時 間 が 無 く な り ま し た の で 、 こ れ で 打 ち 切 り ま し て 、 事

務局 の方 か ら何 かあ りま し たら 。  

 

（小 栗館 長 ）  

審議 委員 の 皆様 には 、9 月 3 0 日 で今 期の 任 期が 満了 しま

す。公 募委 員 ３名 の方 は 、今 回 でご 退任 とな り ます 。あり が

とう ござ い まし た。  

広報 なが れ やま（ 8 月 1 日号 ）に は 、次期 の 公募 委員 の募

集 記 事 が 掲 載 さ れ ま す 。 公 募 委 員 以 外 の 皆 様 に は 、 引 き 続
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き 審 議 委 員 を 継 続 し て い た だ き ま す よ う 、 お 願 い い た し ま

す。 継続 の 確認 につ きま し ては 後日 、ご 案 内い たし ます 。  

 

（相 原会 長 ）  

他に 何か あ りま せん か。  

無い よう で すの で、 事務 局 にお 返し しま す 。  

 

（玉 ノ井 次 長）  

皆 様 に は 、 長 時 間 に 亘 り ご 審 議 い た だ き ま し て 、 あ り が

とう ござ い まし た。  

以上 をも ち まし て、平成 3 0 年 度 第１ 回流 山 市史 編さ ん審

議会 を閉 会 しま す。 お疲 れ 様で した 。  


